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O型星やWolf-Rayet星に代表される早期型星からのX線放射は、ROSAT衛星による統計的研究から１ keV以下
の温度の軟X線プラズマで説明された。しかし、近年、Chandra衛星などによるＸ線観測により、硬Ｘ線 (>

∼
2keV)

を放射する早期型星が数多く報告されている。従来の軟X線放射とは異なる、この硬Ｘ線放射の有力な起源として
は、「それらは早期型星の連星系であり、星風衝突に起因する硬Ｘ線放射が起こる」という説があり、硬Ｘ線を放つ
いくつかの早期型星は、連星系であることが確認されている (e.g., De Becker et al. 2004)。しかし、現在までに、
この説を検証する統計的な研究は行われていない。我々は、これを検証するため、硬Ｘ線を放つ早期型星に対して
可視分光観測を行い、それらの連星特性や連星パラメータの取得、およびそれらのＸ線放射量との相関を得ること
を目指している。
我々は、2007年春季年会において、8個のO型星の観測結果が報告した。今回、さらに、連星の可能性があるWR
星をターゲットに加え、追観測を実施した。ターゲットは、Chandra衛星、XMM-Newton衛星で観測された早期
型星の中から硬 X線を有する単独の O型星とWR星を計 22天体を選んだ。可視光高分散分光観測を岡山観測所
188cm望遠鏡HIDESで 10日間、西はりま天文台なゆた望遠鏡MALLSで 2日間にわたって実施し、4000-5000 Å
帯域のスペクトルを取得し、幅広い水素・ヘリウム吸収線などを検出した。
本講演では、観測されたラインプロファイルの時間変動の調査結果を報告し、硬Ｘ線の放射機構について議論する。


